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　これは中なかつ国くつは豊とよ葦あし原はらで起こった神と巫み女ことの伝説であり──

　無ぶ愛あい想そな神さまとおまぬけな引きこもり巫女との、すれ違いの恋がたりである。




　青白く澄すんだ色に月が輝く、春の宵よいのこと。

　朧ろう月げつは室の片隅に正座して、とある御お方かたが「夜よ這ばい」に来るのを待っていた。

　白い上き衣ぬに深い青の裳も。裳よりは淡あわい青の領りよう布ふを肩に絡からめた装しよう束ぞくは、青せい竜りゆうに仕える巫女にのみ許された晴れ着だ。きちんと整えた胸元や両の手首では、玻は璃りや翡ひ翠すいの玉を連つらねた環たまきが、月や灯とも火しびの光を受けて淡あわく光っている。

　室の奥に敷いてある衾ふすまを見ないようにしながら、待つことしばし──

「──来てやったぞ。引きこもり巫女」

　大たい儀ぎそうな声が入口から聞こえてきた。朧月の身体からだに緊張が走る。

「お待ちしておりました。青竜……いえ、蒼そう刻こくさま」

　途中で呼び直したのは、彼女がこの地に招いた四し神じん・青竜は、なぜか神しん名めいで呼ばれるのを好まないからだ。

　綾あや絹ぎぬの帳とばりをぞんざいな手つきで払って、彼女の神が姿を現す。

　ざっくりと編あんだ銀ぎん髪ぱつは氷の雨のよう。鋭するどく整った面おも差ざしは、神の一いつ柱ちゆうとしての威い圧あつ感かんよりも、軍いくさ人びとめいた切れ味をただよわせている。

　黒布の眼がん帯たいで隠されていないほうの青い目が、朧月をひたと見下ろした。

「…………」

　双方、無言。

　見つめ合う二人の間にただよう空気は、恋仲の男女のそれとは明らかに異なる。やたらと緊張感はあるが、甘さやくすぐったさは皆かい無むで、まるで果はたし合いじみていた。

　蒼刻は黙だまったまま、音もなく彼の巫かんなぎの目の前へと腰を下ろす。

　そうして無む造ぞう作さに差し伸べられた手を、朧月は神しん妙みような顔つきで握にぎった。

　沈ちん黙もくが落ちる。本当に恋し合う男女が迎えた夜なら、恥はじらいながらも灯あかりが消されている頃合いになっても、二人はやけに神妙な雰ふん囲い気きのままだった。

　色香とは程遠いしかめ面つらで、一心に何かを祈いのっていた朧月が、しゅんと肩を落とす。

「……やはり、駄だ目めなようです」

「そうみたいだな」

　蒼刻も投げやりにぼやき、朧月から解放された手で、長めの前髪をかき上げた。

　その手つきに男っぽい艶つやを感じ、どきりとして、朧月はひそかに目を逸そらした。

「『夜這い』の真ま似ね事ごとをするのも、これで七夜目か」

「はい。……ご協力いただいたのに、未いまだに誓う約けいが結べず、申し訳ございません」

「いや、叩こう頭とうはよせ。たしかに困った事態だが、おまえだけのせいとも限らんだろ」

　鋭い印象の容姿からは意外にも思える、しかし神さまらしい余裕とともに、蒼刻は朧月の頭を撫なでてくれる。

　いい御方だなあと惚ほれ直す心地ここちになるが、その分だけ、余計に落ちこみもした。

　誓約とは、神と人との間の約束ごと。

　この豊葦原の地においては、己おのれが仕える神に対して巫が忠誠心を示しめすことで、神にこの地を守っていただくという誓約が結ばれる。

　朧月はこうして青竜さまをこの地の磐いわ座くら──依より代しろに降ろせはしたのだが、なぜか誓約を結べていないという半はん端ぱな状態だ。誓約なしでは神といえども十じゆう全ぜんの力を地上で振るえないため、巫だけではなく、民も困ってしまうのだ。

　さっきまでの緊張で疲れた朧月は、長いため息をついて天を仰あおぐ。

「霊たま力ぢからの強さには、自信がある……とまでは申しませんが、大丈夫だと思うのですが。わたしに何が足りないのでしょう？　……もしや、気合いとか？」

「たしかにおまえは気合いとは無む縁えんのふぬけた娘だが、それとこれは関係ないだろ」

　さっくりとつっこみが入る。

「たしか誓約には、俺がこの地を守るという意志と、おまえの忠誠心が大事なんだろ。俺のほうは今ここに示じ現げんしていることで、すでに条件は整えているとして──おまえに忠誠心はあるのか？」

「え。そこからお疑いになりますか」

「俺が外に出るから供をしろと言っても、毎度何かしら理由をつけて引きこもろうとする巫じゃあな。やる気あんのかと思いたくもなる」

　耳が痛い。

　蒼刻の半はん眼がんから視線をずらし、朧月はごまかし笑いを浮かべた。

「忠誠心とそれは別問題ですよ、蒼刻さま。室に引きこもるのが大好きなのは、やる気とかいう以前に、わたしの本能ですゆえ。そもそも巫女になったのも──まあ生まれつき霊力が強いこともありましたが、基本的に社しや殿でんで神さまと仲よくさえしていれば、三食お昼寝つきでまったり暮らせる？　これは美お味いしい！　という不純な動機ですので」

「開き直りすぎだ、この引きこもり。しかもおまえ、その『仲よく』の意味を正確にはわかってなかったんじゃねえのか？」

「う」

　言葉に詰まった朧月の、巫女らしく半分ほどを蝶ちようの形に結い上げた黒髪に、蒼刻の手が思いがけず穏おだやかに触ふれる。

　ほどいて弄もてあそびたいとでもいうかのように指先で髪を探さぐられて、朧月が身を硬かたくすると、蒼刻はじわりと声を低めた。

「いい加減、真似事じゃない夜這いをしちまったほうが──」

「──ほかの手を探します！」

　あまりにも大だい胆たんな青竜の言ことの葉を、朧月はとっさに声を上げてさえぎった。衝しよう撃げきで、正座したまま身体がぴょんと跳はねたかと思ったほど。

「誓約を交かわす方法は、必ず探します。ですから、今少しお待ちください」

「…………」

　あからさまな揉もみ手てで懇こん願がんしてみせた朧月を見下ろす、蒼刻の左目が、まるで真冬の湖のように冷たくなる。

　反射的にのけぞるようにして身を引くが、彼女の神はその分にじりよってきた。

「おまえは俺の巫だ。おまえも俺が憎にくいわけではない。そうだよな？」

「はい。……蒼刻さまには、このような引きこもりの半はん端ぱ者ものが巫で申し訳ないのですが」

「おまえの面倒くさい性せい癖へきについては日頃からつっこみたい点が山積みだが、置いといてやる。──今聞きたいのは、なぜ俺を拒こばむのかということだ」

　それまでの気安いつっこみとは異なる、凄すごみのある問いかけで完全に凍こおりつく。

「俺は本当の夜這いをしてもいいと、最初に言ったよな？　おまえにまだその覚かく悟ごがないというから、こんなお遊びで我が慢まんしてやってるだけで」

「……う」

「なんならもう一度言い直してやろうか。おまえの頭の中が、たとえ乾ほした糸瓜ヘチマみたいにスカスカでも、絶対に意味を取り違えないようにな」

　抑よく揚ようはないが強い語気と、放たれた神として男としての威圧感に、朧月はのど元を絞しめられたように呼吸が苦しくなる。

　──この、少しばかり柄がらの悪い神さまは。

　朧月を好き、なのだそうだ。夜這いの真似事をしてくださいとお願いしたときに、不意打ちのように告げられた。

　蒼刻を嫌う者は、人にも神にもいないだろうと朧月は思っている。

（でも……だからこそ、どうしてわたしを？）

　霊力の強さが「気に入った」という意味ならまだわかるし、ならば喰くらわれても仕方ないと割り切ることもできたかもしれない。巫として受けた教育で、そのあたりは思い知らされてきた。巫は神のものなのだと。

　そもそも神さまに抵抗しても、本当なら無意味だ。

　これまで夜這いをただの「真似事」で済ませられたのは、ひとえに蒼刻の慈じ悲ひである。

　なのに──好きだ、なんて。

　まるで普通の男女が恋をしたみたいに告げられて、だから触れたい、おまえは俺を嫌いかとまで訊きかれた。そうなると、光栄だとかうれしいとかいう想いよりも、困惑のほうが大きくなってしまうのが朧月だ。

　なにしろ彼に好きになってもらえた理由が、自分でもさっぱりわからない。

（……初対面のときは石にけつまずいてコケたし、ごあいさつするのに盛大にとちってしまったし、誓約も結べない半端な巫女だし、引きこもりだし寝起きもよくないし）

　いいところを見せたことがないわと、数え上げるだけでどんよりしていると、

「──ったく、たまに面倒だなおまえは」

　苛いら立だったような声とともに、急に二の腕うでを握られた。

　え、と瞬まばたきを二度ばかりしている間に、いともたやすく板床に倒れこまされていた。

　背には寝しん所じよの板床。頭上からは、彼女を引き倒した蒼刻の鋭い視線が突きつけられる。

　身体の左右には彼の腕が伸びており、逃げ道をふさがれた。

「！」

　勢い、朧月が両手で構かまえたのは、衾の枕まくら元もとに置いておいた、咲いた花の形をした四し神じん鏡きようだ。卜ぼく占せんなどに欠かせない、本来なら大事にするべき宝器である。

　そんな罰ばち当あたりな楯たてに怯ひるんだわけではないだろうが、蒼刻の動きが一瞬止まる。その隙すきをついて彼の下から転がり出るという、日頃のもたつきが噓うそのような素早い身のこなしを朧月はしてのけたのだが、その程度で神さまを出し抜けるわけがない。

「ッ……!?」

　このままでは襟えり首くびをつかまれる。とっさにそう思った。日頃そうして引きずられては、社殿の外に連れ出されていたから。

　しかし彼女の神さまは、生なまぬるい予想を軽く上うわ回まわってくれた。

　長い指と硬い手のひらに視界をふさがれ、ただでさえ足元が覚おぼ束つかない夜中だったというのに、朧月の世界は闇やみに包まれる。目隠しをされた怖こわさよりも、なぜそんなことをと戸と惑まどいに支配されているうちに、もう一方の手で腰を抱かかえられてしまう。

　声を発しようとして、途中でやめた、かすかだが男らしく掠かすれた息いき遣づかいに気づいて、朧月はぞくりとした。視界がふさがれた分だけ鋭さを増した耳が、背後にいる神の気配にひどく敏びん感かんになって、そんな些さ細さいな音まで拾うせいだ。

　すぐそばで小さな舌打ちが聞こえた。

「……こんなときでさえ、おまえの名を呼べないのは、本当に不便だな」

　怒っているようにも、実は切せつ羽ぱ詰つまったようにも聴こえる声。

　やけに掠れて男らしいそれに、くらりと眩暈めまいを覚えながら、

　──蒼刻さま。

　そう呼ぼうとした声は、唇くちびるをふさいだ何かに封じられた。

　手で目隠しされたまま、蒼刻に口づけられたのだという現実が頭にしみこむまで、しばらくかかる。完全に固まっていた身体を動かすのには、さらに時間がかかった。

　その間にも、見た目の涼すずしげな印象とは大違いの唇の熱さが、朧月の身に焼きつく。

　やけのように腕を突っ張ると、彼女の神は怖いほどすんなり身体を離してくれた。

「う、わ……ひ……ッ……！」

　人間、あまりに衝撃が大きいと、まともに悲ひ鳴めいも上げられなくなるらしい。

　もつれた舌の上から、みっともない震ふるえ声をぶつ切りでこぼしながら、朧月はとにかく室を飛び出した。顔が熱い。腰が抜けかけている。

「おい待て、この引きこもり──」

　──蒼刻は複雑そうにしかめた顔のまま、とにかく彼の巫女を追うつもりでいた。

　いたのだが。

　たたた……どだん！

　廊ろう下かから聞こえてきた、いかにも遅そうな足音と、それに続いた派は手でな物音。

（さてはコケたな。しかも結構派手に）

　ぎしッ、どたぱたぱたぺた……どで!!

（……よろよろと立ち上がって、走りだして、またコケたな？）

　物音だけでわかる、まぬけ極きわまりない逃走劇に、追いかける気力が萎なえた。

　拍ひよう子し抜けしてしまい、青年姿の神は、再び板床に腰を下ろす。

「あいつは珍ちん獣じゆうか」

　ぼやき、罰当たりにも彼女が忘れていった四神鏡を、板床から拾い上げてやった。窓からの月明かりが手元にかかり、鏡に蒼刻の顔が映りこんだ。銀色の前髪の下で、刃やいばに似た鋭さを秘める己の左目とつかのま睨にらみ合い、小さく舌打ちする。

　神に睡眠は必要ないのだが、それでも、今こ宵よいは眠れそうにないなと彼は思った。










　翌日は気まずいどころの騒さわぎではなかった。

「なに媛ひめさま。青竜さまと喧けん嘩かしたの？　で、美味しい魚料理が欲しいって？」

「喧嘩ではないのだけれど……。昨夜ゆうべいろいろとあって」

「その様子じゃ、夜這いも誓約も未み遂すいみたいだね」

　遠えん慮りよなく指摘されて、朧ろう月げつは髪の一部を蝶の形に結い上げた頭を、深くうつむかせた。

「ま、あの神さまの我慢が限界に達しようがぼくはどうでもいいけど、誓約は一刻も早くなんとかしてね、媛さま。四し神じんを降ろす場所の中でも、ここは特に、神さまの加護がないと明日も危あやういんだから」

「そう……ね。頭ではわかっているのだけど」

「媛さまはなまじ賢かしこいせいで難しく考えてこじらせすぎ。ただ飯めし食ぐらいは嫌いやなんでしょ？　だったらお勤めを果たしてきて」

　もっとも仲がよい端はした女めのルアンは、神しん殿でんのために集められた地元の使用人とは違い、昔から朧月に仕えてくれている存在だ。そのため口に遠慮がない。ぐさぐさときた。

　蒼刻の手を逃のがれた後、何度も転びながら社しや殿でんのそばにある建物に駆かけこんで、ルアンが寝起きする室にかくまってもらったのが、深夜のこと。まんじりともせず一夜を過ごし、夜明けとともに竹たけ箒ぼうきで斎さい庭ていを清めて、どうにか平常心を取り戻している。

　巫の分際で神を放置するわけにはいかないので、ルアンに渡された木皿を手に、朧月はこわごわ社殿に戻った。

　果たして彼女の神は、昨日きのういろいろと揉もめた寝所にいた。

　板壁に背をあずけ、あぐらをかいて瞑めい目もくしている。

　少なくとも不ふ機き嫌げんそうには見えないのでほっとしたが、だいぶ話しかけづらい。

「……蒼刻、さま？」

　彼女だけに許された呼び方をすると、青竜はゆっくりと目を開けてくれた。

「ど、どうぞお納めください。川魚の酒さか蒸むしでございます」

「供く物もつなんだか袖そでの下なんだかわからん雰囲気だな」

「…………」

　これでご機嫌を直してください、という下心はたっぷりとあったので、反論のしようがない。別の意味で気まずくなる朧月をよそに、青竜は供物をぺろりと平たいらげてくれた。

　神々や精も霊のは、食べ物を捧ささげても実際にぱくつきはしない者が大半なのだが、不思議にもこの神さまは違う。小食の朧月のおなかがつられて鳴りそうなくらい、美味しそうに食べてくれる。朧月にとっては好感の持てるところだ。

「引きこもり巫女。いい加減、腹を決めておまえの真ま名なを教える気はないのか」

「！　い、いきなり本題に入られますか」

「何がいきなりだ。昨夜、おまえが途中で逃げた続きから始めてるだけだろう」

「続き……」

　自分でも笑えるほど露ろ骨こつに身体が固まった。

　真名は魂たましいも同然の価値があり、生母と自分以外の者には、頼りにしている異い母ぼ兄けいにさえ明かせないものだ。

　女が男に真名を明かすということは、その相手の意のままになりますという意味。

　逆に男が女に真名を訊たずねるのは、あなたと妹いも背せになりたいという意味になるが──この神さまは、果たしてどこまでわかって言っているのか。

（わかっていないはずがない……とは、思うのだけど）

　なぜ、わたしに？　──という疑問に、また舞い戻ってしまう。

　暗くうつむいて思考の泥どろ沼ぬまにはまりこんだ朧月はつつきがいがないと思ったのか、蒼刻が立ち上がった。

「どちらへ……？」

「散歩だ。特に異変もないようだし、おまえには何かあればすぐにわかるだろ？」

「それだけは自信があります」

　生まれつき精霊や人ならざるものの気配には敏びん感かんで、息するように預言めいた力が使えるのが朧月の巫としての強みだ。普通の巫のように仰ぎよう々ぎようしい禊みそぎや儀式をしたり、食べるものを制限したりしなくても、彼女を慕したう人ならざるものの声でさまざまな情報を仕入れ、害獣や悪しき精霊の気配をいち早く察知できる。

　都みやこを守る四神に仕える巫たちは皆、多少の差こそあれ、皆そうした強みを持っている。

　蒼刻はそっけないような仕草で背を返し、その姿を消す。

「……ぐったりだわ」

　精も根も尽き果てて、朧月はその場に突つっ伏ぷした。

　北の地ですでに四神・玄げん武ぶを招いている異母兄に、古伝の書を調べてもらった結果、人間の男女の「誓約」を真似すれば、神ともなんとかなるかもしれないとわかったときまではよかった。その後、男女の誓約とは身も心も結ばれること──つまり結婚むつみだと聞いたときにはひっくり返ったが。

（道理で静せい心しん兄さま、教えるのを渋しぶっていたはずだわ）

　ひんやりした板床にごろごろしながら、眉み間けんにしわを刻む。

　この時代の男女らしく気ままに睦むつみ合うのではなく、たとえば争いのあった部族の間で和議が結ばれた際、王同士あるいはその媛や王子との結婚によって和解しようとするときのように、神と結ばれろということらしい。

　元は王族をはじめとする支配層の間で、結婚したという事実を周囲に知らしめるために行われていたのだが、今では奥地の小さな郷さとの者たちにまで真似されはじめているとか。

（神さまがお相手なら、神しん婚こん？　……いやいや、そこはどうでもいい）

　自分につっこみを入れつつ、天てん井じようの梁はりを見上げてため息をひとつ。

　本来結婚の真似事をするといっても、神にとっては己の巫と誓約を結び、十全の力で地上を守るための儀礼に過ぎないはずだ。

　十分な教育を受けた巫なら、そんな手間をかけなくても誓約は結べるはずだった。朧月の異母兄、玄武の巫である静心がそうしたように。

　八百万やおよろずの神々の恋がどのようなものかは知らないが、蒼そう刻こくはやや柄は悪いものの基本的に誠実でよい人である。女によ人にんとのそうしたことにも慣れていそうだ。逆に巫女らしく異性にとんと縁のなかった朧月には、簡単には割り切って真名を渡せないのだ。

　別に巫女の身で人の男子と結ばれる夢など抱いだいていないし、やるべきことはわかっているのだが──

（……星せい彩さいにちょっと相談してみようかな）

　正確には相談というより、弱よわ音ねをこぼしたいという気持ちだった。










　次の日の夕刻。木もつ簡かんで文ふみを送ったのと入れ違いのように、四神の一・白びやつ虎こに仕える巫女の星せい彩さいが、朧ろう月げつを訪ねてきた。

「お久しぶりですねぇ。都みやこで用事を済ませてきたんで、寄り道してみちゃいましたよん」

「うれしいけれど……西方の守護は大丈夫なの？」

「ええ、もちろん。うちの白虎さまは人望に厚い御方ですから、精霊も西の神籬ひもろぎにいらっしゃる神々も快こころよく協力してくれるんすよ」

　都で巫女になるための修練をしていた頃から、姉のように仲よくしてくれた彼女は、つつがなくお役目を果たしているようだ。うらやましい。

　二人がいるのは、儀礼を行う社殿ではなく、社しや家けという、巫女やその世話をする者たちが日々の暮らしで使う建物の一室だ。社殿よりは雑然としていて、温ぬくもりがある。

　神に仕える身にしては豊満で艶めいた肢し体たいは、残念ながら露ろ出しゆつが少なく白を基調とした衣ころもに隠されているが、星彩の色香はその程度では打ち消せない。今も朧月に迫せまる表情には、同性だとわかっていても落ち着きを奪われる艷があった。

　青竜との間にあったことをあれこれ話すと、星彩は苦笑いに近い表情になった。

「厄やつ介かいですねぇ」

「そうなの……。仕える神さまと誓約が結べないなんて、わたしは駄目巫女だわ」

「いえ、そっちじゃないですよぅ媛ひめちゃん」

　媛ちゃんというのは、星彩がつけた朧月のあだ名だ。朧月は一応、この黒こく烏うの縣あがたの族お長さの娘だったからだ。父母はすでに根の国の住人で、兄の静せい心しんも玄武の巫かんなぎとして北の社殿にいるため、族長の座はとっくに親族に譲ゆずり渡されているが。

「あたしが厄介だと言ったのは、媛ちゃんの警けい戒かい心しんの強さとか、自信のなさとか、ぐずってる気持ちのほうですよ。──結局、青竜さまのことは好きなんでしょ？」

　椀わんの白さ湯ゆにむせた。なぜ今の話で、そこまで見抜かれるのか！

「媛ちゃんが青竜さまを嫌いじゃないなら、別にそういう形で誓約を結んでしまってもいいんじゃないですか？　あたしは白虎さまに惚ほれ抜いてるから、誓約のついでに妹いも背せとしてのお付き合いもしちゃってますし……媛ちゃんも神さまと同じ命の永ながさを得て、この先も一緒に豊とよ葦あし原はらを守ってくれたら、あたしはうれしいですよぅ」

「え。つまり……星彩は、白虎さまとそういう契約を結んで、同じ寿命を得ているの？」

「はぁい。神さまとそういう誓約を結べば、人の命の理ことわりからは外はずれてしまいます。神にとっては、自みずからの霊れい魂こんを人に分け与える儀礼でもあるんで。噂うわさによると玄武のほうも、静心さまはそういう方法は抜きで、擬ぎ似じ的てきにあたしと同じ状態に持っていくみたいですよ？　静心さま優秀ですからねぇ」

　異母兄も同じ道を選ぶのか。では、生きる命の長さが違うことを理由に拒絶しなくてもいいのかと安あん堵どし──すぐに、安堵してしまった自分に恥はじ入った。

（蒼そう刻こくさまはわたしを、同じ命を生きさせてもいいと考えておいでなの）

　想像してみる。

「おまえの引きこもりの性しよう根ねは、三百年ぐらいかけて鍛きたえ直さねぇと改善されそうにねぇだろ」──と半眼でつっこまれるのを想像してしまい、勝手に頭を抱えた。

　星彩がにやりと笑う。

「好きじゃない、とは言わないんすね？」

「！　そ……それはね、星彩。青竜さまは眼光は鋭いしお世辞にも愛想のない御方だけれど、実はとてもよい御方なの。うちの社殿で働く皆には、荒あら魂たましかお持ちではないのでは、なんて恐れられてしまっているけれど──」

　一刻も早く誓約を結んで神と巫女としてこの地を守り、皆の偏へん見けんを消したい。

　蒼刻は周りの目など気にしていないようだけれど、朧月が悔くやしいし心苦しいのだ。彼が本当は力ある神で人柄もよいのに、役立たずの荒神ではないかと不安がられているのは。

「星彩は、白虎さまとは仲よくしているの？」

「はぁい。昼は豊葦原を守るために奔ほん走そうしてますし、夜は夜で仲よくしてますよぅ」

（……不ふ埒らちな想像をしないしない）

　星彩の仕える神は、渋い美声で話す巨大な白虎だ。朧月は白虎の姿で示じ現げんしている姿しか見ていないが、星彩と二人きりのときは人の姿をとるらしい。

　千年万年と円満で過ごせそうな彼らには、恋の加護を祈る者も少なくないという。

「玄武の巫の兄君さまや、朱す雀ざくの神み子このところでも──まさか、妹背のようなことをしていたりするのかしら？」

　玄武と朱雀は、どちらも男の巫と男お神がみの組み合わせだ。

　禁断の領域に踏ふみ入りそうな想像はしたくない。玄武の巫は静心なのである。

「そこまで探ったことはないっすねぇ。でも朱雀と玄武の巫さん方は、神を招いたときから正しく誓約を結べてて、媛ちゃんみたいに厄介なことにはなってませんでしたし」

「よかった……。無む駄だに冷や汗をかいてしまったわ」

「媛ちゃんったら早とちりっすね。──あら、うちの神さまが」

　あそこに。

　と指差された斎ゆ庭にわを見やれば、人の姿をとっている青竜と、白虎の姿のままという二に柱ちゆうの神が、肩を並べて何か話している。どうやら白虎が青竜をからかっているようだ。

「四神ですから身内みたいなものでしょうけど、意外と仲よしみたいですね」

「親子……いえ、お友達のようね」

「媛ちゃんの神さまも、意外と気さくなんですねぇ」

　そうなの、と朧月はほほえましく見守りながら認める。星彩もうんうんとうなずく。
















「じゃ、次に逢あうときまでには上う手まくいってるように祈ってますよぅ」

「星彩たちも、仲よくね」

「媛ちゃんたちこそ、ですよ」

　斎庭まで見送りに出る。

　たくましい白虎の背に座った星彩は、最後まで晴れやかな笑顔を見せてくれた。

「さて、今少し寄り道をしていこうかのう？　我が巫女よ」

「不ふ真ま面じ目めな神さまですねぇ。あたしは二人きりになれるなら、どこでもいいですよん」

「…………」

　うん、本当に仲睦まじい。朧月と蒼刻にはない種類の親密さや、二人の間だけに通じる空気の甘さを感じる。

　うらやましいと思い、隣に立つ青竜とああなりたい願望があるのに自分から気づいてしまって、回れ右して寝所に引きこもりたくなったときだ。

　ぞくりとした寒気が、朧月の上衣におおわれた背を撫ぜた。

「！　蒼刻さま──」

　胸元を飾る玉がしゃらりと鳴る勢いで、傍かたわらにいた神を振り仰ぐ。

　それまでのぎこちない空気を忘れたように、彼は自然にうなずいてくれた。

「また出やがったか。用意しろ、すぐに出るぞ」

「……はい！」

　朧月の武器は多くはない。懐ふところや腰に帯びた布袋に収めたのは、小さな木片──桃の枝で作った木簡に、まじないの紋もん様ようを書きつけたものだ。

　神世七代の最後に生まれた神・伊邪那岐命いざなぎのみことが、黄よ泉みの軍勢を退しりぞける際、桃の実を投げつけたことに由来する呪じゆ具ぐだ。ちなみに桃の実は朧月の好物だ。

「行くぞ。しっかりつかまってろよ、引きこもり巫女」

　蒼刻は口く調ちようこそぞんざいだったが、抱き上げる腕は思いのほか気遣わしげだ。

　これはまるで恋人にするようだ、などと考えてしまい、そんな浮ついた思考を振り払うように朧月は目を閉じて、青竜に運ばれていった。空を飛んで森を越えるのだが、以前に遙はるか下の大地を見て気絶してしまったことがあるので、残念だが見物は我慢した。

　──東方守護の巫かんなぎには、青竜に仕えるほかに、もうひとつの役目を負わされている。

　それが黄泉比良坂よもつひらさか──死者が向かう黄泉よもつ国くにと現げん世せの狭はざ間まを見張り、その境さかい目めである千ち引びきの岩を壊そうとする悪あしき精も霊のは祓はらい、荒あら魂だまは鎮しずめることだ。

　今回、森の奥にある千引きの岩の周辺に顕あらわれたのは、悪しき精霊だった。

　黒くわだかまる靄のような姿を認めるなり、蒼刻は腰帯から銀色の刃の剣を抜いた。

　黒曜石はおろか青銅も及ばない輝きと、鋭い切れ味のそれは、伝承に語られる神器というものなのだろうか。朧月がへっぴり腰でぽいぽい投げる桃の木の呪具などよりもはるかに効率的に、邪よこしまな精霊たちを蹴け散ちらしてくれた。

　半刻後──

「……あまり役に立たず、申し訳ありません」

「十分だろ。暴れまわっていた死し霊りようのうち何人かは、おまえの語りかけで思い直して、黄泉国に還かえっていったんだし」

　さすがは四神と呼ばれる存在だと、朧ろう月げつは改めて感じ入っていた。

　蒼そう刻こくは巫の支えがなくても、その刃と神気で黄泉国の軍勢を見事に退けてくれた。

　普通、人間と誓約を交わしていない神は、地上での霊力が制限されるはずなのに。

（でも……このままでいいわけがない）

　この神が本来の力を発はつ揮きできたなら、あの程度の悪しき精霊など、身にまとう神気だけで消しよう滅めつに追いやれるのだ。刀でいちいち切り払う必要などない。

　朧月はあたりを見回した。千引きの岩にはまだ歩いて半刻はかかる場所だが、黄昏たそがれの森の中には、霊力のある者には毒のようにも感じられる不吉な気配が未だに残っている。

　八はつ柱ちゆうの雷らい神じんをはじめとする黄泉の軍勢は、人の悪意などに招かれて現世に示じ現げんしてしまっては、天変地異や争いなどの害をなす。今回はただの雑ぞう兵ひように過ぎない悪しき精霊だけで済んだが、雷神や黄よ泉み津つ大おお神かみといった脅きよう威いが出現でもしたら、困るどころではない。

　中なかつ国くには平和ではないと嫌だ。争いは苦手だ、のんびり引きこもれるのが一番だ。

　巫の使命感にだいぶ私情も交まじえつつ、朧月は腹を決めた。

「あの……」

「なんだ？」

　切れ味の鋭い目がこちらに向けられる。悪しき精霊を祓ったばかりなので、その虹彩は本性の竜を思わせて細く、強い神気がぎらついている。

　普段よりも不ふ機き嫌げんそうというか、つっけんどんに見える。……なぜだろう。

　いっそこの場から飛びのきたいほど怯ひるんだが、もうこれ以上誓約のことを先延ばしにはできないと思い直して、朧月はなけなしの勇気を振り絞しぼった。

「……申し上げたいことはあったのですが、その前に、怒っておいでなのか苛いら々いらしておいでなのか何か仰りたいことがあるのか、教えていただけないでしょうか」

　とっさに下した手てに出てみると、蒼刻が心外そうに目をすがめた。

「なんでそんなに選択肢が多いんだよ」

「わたしの神さまは眼光が鋭いので普段から怒っているように見えますが、実はそうではない場合が多いことくらいは、わたしでも存じておりますゆえ……」

「というかおまえこそ、俺に怯おびえてたんじゃないのか」

「は？」

　朧月の目が点になった。蒼刻に口元を指差されて、昨日きのうのことだと気づく。

「それはまあ……なんてことをする無神経な神さまだろうとは思いましたが」

「言うに事欠いて無神経ときたか」

　蒼刻がさらに眉まゆをひそめる。が、お怒りのご様子ではない。

　空気が妙みように軽くなったのに調子に乗って、朧月は腹の底に溜ためていたことをぽろぽろと吐はき出してしまった。

「それは……だって、目隠しですよ？　……目を閉じるのが作法だということくらいは存じておりますが、何も無理にふさがなくてもよいのにと思っただけです」

　すると今度は、蒼刻が拗すねたように口の端はしを曲げる番だった。

「おまえは俺が怖いのかと思ってたからな。見えてなきゃ受け容いれられるんじゃないかと試してみたくなった」

「……わたしは初めてだったのですが」

　それで目隠しは衝撃的すぎたと恨うらみ言ごとのように漏もらせば、蒼刻は軽く目をみはった。

「そうなのか」

「真顔で聞き返さないでください……。経験があるとお思いですか」

「まあ、あの引きこもりっぷりじゃ、ないだろうとは想像してたな。ただ異国では巫に純じゆん潔けつを求めるそうだが、この豊とよ葦あし原はらではそうでもないからな」

「わたしの初恋は静せい心しん兄さまですゆえ、経験できるはずもないのですが」

「……おまえな」

　蒼刻の眉み間けんにしわが寄る。

　怒らせてしまったかと察し、でもなぜだろうかと戸惑う朧月の目線の高さまで、彼女よりもだいぶ上うわ背ぜいのある神さまが身をかがめる。

「初恋の話までしろと、だれが言った。神に妬やかせたいなら、大した度胸だが」

　羽根のように触れた唇がまたふわりと離れ、たしなめる口調でささやかれる。

　最初のときとは違う意味での不意打ちで奪われた朧月は、最初の衝撃がさめると、じわじわと顔を夕陽の色にした。それを見て、蒼刻がさらりと言った。

「どうした。目を閉じるのが作法だと知ってたはずじゃないのか」

「！　い、今のは、さすがに突然すぎますッ」

「そうか。だったらもう一度仕切り直してやるから、今度はちゃんと目を閉じろよ」

「な……」

　蒼刻らしいといえばらしいが、なんとなく高圧的で反はん撃げきがしたくなる。

　けれども「仕切り直してやる」と言えばやさしげだが、要は彼も一度だけでは気が済まないのだろうと青い瞳ひとみの熱から察せられるせいで、その頰ほおをはたいたりして制止する気は起きなかった。

　困った神さまだと心中でほんのり毒を吐いてみせながらも、朧月は結局、おとなしく目を閉じた。──星彩から以前に聞かされた、先に惚れたほうが負けという言葉が頭の片隅にちらついたが、すぐに重ねられた人間のそれとの違いのわからない温ぬくい唇に意識はたやすく持っていかれた。一度目を閉じたら、もう開けられなかった。










　そうして社殿に戻り、桃湯で禊みそぎを済ませた後の夜。

　綾あや絹ぎぬの帳とばりを割って訪れた青竜を、朧ろう月げつは今度こそ衾ふすまの横にきちんと正座して迎えた。

　真似事ばかり七回も繰り返したのが幸いしてか、緊張で倒れるというところまではいかずに済んだが、はっきり言うと逃げ出したい気持ちはまだある。鼓こ動どうの速い心臓が、今にも口から飛び出しそうだ。

　それでも月明かりに蒼そう刻こくの姿を認めると、ここにいてよかったと思ってしまう。

　蒼刻は彼の巫かんなぎの前に膝ひざを落とすと、すぐに彼女のいつもとの違いに気づいたようだ。

「いつもとは違う香りだな」

「花を浮かべた湯を、用意されてしまいまして」

「髪と衣も──そういうことか」

「はい。……信頼のおける端はした女めに、支し度たくを手伝ってもらいました」

　ルアンはまるで姉を嫁とつがせるときのように、朧月の湯ゆ浴あみを手伝い黒髪を梳くしけずり、万事整えてくれた。無理せずがんばって、媛ひめさまに何かできるとも思えないけど、という、なげやりな励はげましの言葉とともに。

　すでに腰が引けている朧月を気遣ってか、蒼刻がわざと意地悪なことをささやく。

「豊とよ葦あし原はらの守護のために、神に身を捧さざげるか。大したものだな巫とは」

「そういった大義名分も、ないとは申しませんが……」

　神さまが余裕たっぷりでも当然なのだが、少しだけ悔しくなり、朧月は蒼刻の両肩へとそれぞれ手を置いた。

「……それだけでは、ここまでいたしませんよ」

　ほんの一瞬だけ唇を重ねてから言い返してみせると、蒼刻が満足げにうなずいた。

「ようやく惚れたか」

「……最初から惚れています。たぶん、あなたをこの地にお招きしたときから」

　思い出す。ひと目惚れのようなものだったと。

　豊葦原中なかつ国くにを守るため、四神を相応の地に招くよう、金の髪の王に命じられたのが始まりだった。

　朧月がこれと選んだ青竜の依より代しろは、社殿から少し離れた場所にある滝だ。この地の源泉であり、何者をも寄せつけぬ勢いを持った水の流れ。外歩きが苦手な朧月だが、こればかりは自分の足で森の中を歩いて選んだのだ。

　昔から精霊と語り合えるほど霊力は強かったが、本当に青竜という神をこの地に降ろせたという感激は今でも覚えている。

　──手持ちの言葉では表現しきれないほど、すてきな方だと思った。

　銀髪青眼の神は、無愛想なのにどこか尊大そうに見えたが、腰を抜かしてしまった締まらない朧月に気づくと、あたりまえのように手を差し伸べてくれた。軍人のようにしっかりとしたその手に、誘われるように手を重ねたのがきっと止とどめだ。

　つらつらと思い出していると、蒼刻がぽつりと言った。

「俺のほうが、絶対に先だと思ってたんだがな」

「え？」

「惚れた順番だ」

「まさか。わたしの何をそのようにお気に召めしたんですか？」

「自分で言うな。──おまえと話すといつのまにか気分が軽くなるし、間抜けなやつなのに一緒にいるとなぜか心が安らぐからだな」

「神さまなのに人間みたいなことを仰るのですね」

「俺に限らず、八百万やおよろずの神々は皆そういうものだぞ。人間の心に添うモノだからか、人間以上に人間じみている」

　だからおまえみたいな変な生き物に惚れるなんて、愉たのしいこともしてしまう。

　そう告げる蒼刻の照れたような微笑ほほえみに、朧月はもう、笑えばいいのか泣けばいいのかわからなくなった。

「あの、……蒼刻さま」

　相手が身を寄せてくる前に、朧月は口を開いた。

「わたしの真名は、朧月です。朧おぼろ月づき夜よ、という意味の」

「朧な月か」

　蒼刻がうなずき、愉しげに目を細める。朧月が真名を明かした気持ちを、彼はこちらが恥ずかしくなるほど正確に理解している。

「うすらぼんやりした性格のおまえにはぴったりだが──誓約を結ぶためだけじゃなく、本当にそうしていいんだな？」

　神の嫡妻むかいめになる覚悟はできたのかと、これまでの押しの強さとは不ふ釣つり合いな慎しん重ちようさで問いかけてくるのは、蒼刻のやさしさだろう。朧月はうなずいた。

「蒼刻さまなら、よいと思いました。──いえ……蒼刻さまでないと、もう駄目です」

　いと高き神と妹いも背せになりたいという、一介の巫女には過ぎた告白。たどたどしく告げる端から顔が熱くなる。

　けれども、うつむいてしまった朧月の頰を支え、顔を上げさせた青竜の瞳はやさしい。

「それなら俺の真名も明かさないとな。──俺のは、蒼刻という」

「え？」

　照れくさそうに視線をずらしながら告げられて、朧月は何度も瞬しばたたいた。
















　──神が人に真名を知られるのは、その存在を魂から束そく縛ばくされるのと同じ意味を持つ。

　この誇ほこり高そうな神が最初から、しかも朧月のような間抜けな巫女に囚とらわれることを望んでいたとは思えない。だが、うっかり言ってしまったわけでもないだろう。

「なぜ、最初から真名を教えてくださっていたのですか？　……わたしは、あなたの巫女になれなかったかもしれないんですよ？」

　すると蒼刻は拗ねたように目をそらし、「察しろ莫ば迦か者もの」と唸うなった。

　──最初に翡翠の瞳に魅みせられ、その後に知った、とぼけた性格さえ愛いとおしくなった。

　つまり降こう臨りんしたときに、ひと目で気に入っていたのだ。

　ほかの巫の元になど行きたくないから、朧月に何度も名を呼ばせて、自みずから彼女の言こと霊だまに自ら縛しばられていた。

　およそ神というモノの最大の恋情の告白に、朧月の胸は熱くなる。残っていた、この後のことへの最後の恐きよう怖ふも霧きりと散った。

「俺と妹背になると、神と同じ歳さい月げつを生き、共に死ぬことになる」

　朧月は静かにうなずいた。

「命果てるまで、あなたにお供させてください。蒼刻さま」

「よい答えだが、妹背となるのに、さま付けのままではよそよそしくて気に入らんな」

「では……蒼刻さん、とでも？」

　朧月は困ったように眉をひそめた。

「……馴なれ馴なれしくはないですか？」

「いや、それがいい。今後はそう呼べ、朧月」

　さっそく真名で呼ばれるのが、くすぐったい。

　いつもは引きこもりだの巫女だの、無造作にしか呼ばれていなかったのに。

「あの、蒼刻さん」

「なんだ」

「──こ……こどもとか。できたりしますか？」

　ひどく神妙な顔をして聞くのが初うい々ういしく、蒼刻は自然と目を細めていた。

「いずれはできるだろうな。だが、まずはおまえの身体を、俺と同じ時を生きられるようにするのが先だ」

　この先はと、過か剰じようなほど想像力をあおる物言いで朧月を惑わせながら、蒼刻は彼の巫女を抱き寄せる。

　そうして望もち月づきが南天にかかる前には、妹背の契ちぎりによって誓約が結べたという手ごたえがあった。しかし想いを通わせたばかりの二人は目的を果たしたからといって離れることはできず、弦げん月げつの見守る一夜を通して今まで以上に仲を深めたのだった。










　翌朝、蒼そう刻こくが目覚めて最初に思ったのは、無理をさせたという若じやつ干かんの反省だった。

　閉ざした窓の隙間から漏れる朝の光を背でさえぎり、腕枕で寝かせた娘の眠りを飽あかずに守っていると、青ざめたまぶたがふっと開いた。翡翠色の瞳が蒼刻をぼんやりと映し、それから幸せそうに細められる。頰が色づいた桃のように赤い。

　自分もきっと同じような表情をしているのだろう、と思った。

「起きたか。身体がつらくはないか？」

「はあ……あの、いつから目覚めておいでなのですか？　蒼刻さま、……蒼刻さん」

　まだ恥ずかしげに呼ぶ巫女が、にわかに焦あせって逃れるように身を起こそうとするのを、蒼刻はやや強引に褥しとねへと抱き戻す。

　ここにいろと告げれば、彼女らしい、そらとぼけた答えが返された。

「二度寝ですか？　それはわたしも大好物ですけれど、端はした女めたちが来たら──」

「安心しろ。だれも入れぬよう室にまじないをかけた。昼まで休んでしまえ」

「……昼まで、このまま？」

「昨さく夜やは俺とずっと離れずにいたんだ。昼までの短い間くらい、我慢しろよ」

「いえ、我慢しているわけではなく……」

　恥ずかしいのですがと、目を逸そらしてつぶやく。

　示じ現げんした神の身にも温ぬくもりはあるし、昨夜は熱くなりもしたが、朧ろう月げつに触れて得られる温度は格別だ。誓約を結び、己が妻と霊魂が溶け合った安堵感よりも大事なもの。

「おまえの元に降臨してよかった」

　時として穢けがれを浴びる護国の神の身では得られぬと思っていた、永い生を共にする妹いも背せに恵まれた。それもこんなに愉しい娘だ。

　腕の中でわずかに表情をやわらげた娘と、心がつながっている感覚がある。

　それと同時に、昨日きのうまでは人であった娘のすべてが、神の力を分け与えられて変容したのがわかる。もう二夜、同じことを繰り返せば、朧月の身も魂も完全に人の理から離れ、神と同等になる。その過程も行く末も、蒼刻には愉しみでならない。

「朧月」

　昨日ようやく教えられた真名は何度呼んでも唇に甘く、幸いが胸に満ちる。

「無事に誓約は結べたが──今宵もまた、そばにいていいか」

　貝かい殻がらに似た耳じ朶だへとささやく。

　自らのすべてを捧げた青竜の手にぎゅっとしがみつき、朧月が小さくうなずいた。

「今宵だけとは言わず、ずっと離さないでくださいませ」

「……おまえは本当に、どこまでも巫女らしくない娘だな」

　とぼけているくせに、たまに殺し文句がうまい。

　蒼刻は早く今日の夜が来ないものかと思い、無ぶ粋すいにも白しら々じらと明けていく窓の外を不機嫌ににらみつけたのだった。




　八つ当たりをされた天あま照てらすの神が、それでも神婚の二人を穏やかに見守る朝──

　青竜と巫女の守護により豊とよ葦あし原はらに千年の平安が訪れる、これが始まりの物語である。





〈了〉













あとがき






　前回のアンソロジー『オトキュン！』ではかぐや姫パロと称して『双そう界かい』の平安時代パロを書き、難しいもう二度と書きたくないと倒れたくせに、難易度に大差のない古代和風パロにしてしまった懲こりない作家です。こんにちは。くまの先生の絵で巫女さんが見たいという邪念だけが支えでしたが、やっぱり資料が面倒なので二度と書きたくないと思いました。実は『双界』１巻のプロットを出す前に、双子巫女の古代和風ファンタジー戦記の設定を練った時期もありましたが、やめといてよかったと心底から痛感してます。

　ですが、楽しい企画にまた参加させていただけたのは光栄でした！　新婚さんのくだりは本編で書くなら一度しか書けないエピソードなので、採用されなかったパターンはここでお披ひ露ろ目めしてしまえという作者のせこい目もく論ろ見みです。

　本編の『双界幻げん幽ゆう伝でん』では、まだ結婚してない二人がラブコメとか漫才とかしておりますので、今作で朧ろう月げつ＆蒼そう刻こくを気に入っていただけましたら、よろしくお願いいたします。先月には谷たに山やま紀き章しようさん（蒼刻）＆中なか田た譲じよう治じさん（張ちようさん）による笑って萌もえる濃こゆいＣＤ付き特装版も出ました！　こんなにも露骨な宣伝をするほどおもしろいので是非！

　この本を出すにあたってお世話になった皆様、読者の皆様、ありがとうございました！
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